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ぼ
く
ら
の
歌
が

秋
山
幼
稚
園
１
１
１
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口
一

Ｆ
１
順

三
月
四
日
、
秋
山
幼
稚
園
で
、
創
立
十
周

年
記
念
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
新
し
く
作
ら
れ
た
園
歌
の
発

表
会
が
あ
り
ま
し
た
。
作
詞
は
一
般
の
人
か

ら
応
募
を
受
け
、
戸
沢
英
仁
さ
ん
（
安
良
川
）

の
作
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
詞
に
、
高
萩
中
の
川
和
勝
男
先
生
が

曲
を
つ
け
、
親
し
み
や
す
い
元
気
な
歌
が
で

き
あ
が
り
ま
し
た
。

秋
山
幼
稚
園
は
、
昭
和
四
十
八
年
四
月
に

秋
山
小
学
校
の
校
舎
を
借
り
て
開
設
。
五
十

六
年
に
は
、
園
舎
も
新
し
く
建
て
ら
れ
、
広

い
庭
を
も
つ
な
ど
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

発
表
会
で
は
、
お
母
さ
ん
、
関
係
者
の
か

た
な
ど
お
お
ぜ
い
集
ま
り
、
園
児
の
元
気
い

っ
ぱ
い
の
歌
声
を
、
ほ
ほ
え
み
な
が
ら
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。 で

き
た
よ
″

の
発
表
会
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温
か
く
心
の
通
い
あ
う
市
政
雄
率
に
お
い
て
馨
ぇ
認
は
市
瓜
滿

も
に
市
民
と
同
じ
立
場
に
立
っ
て
市
づ
川

私
は
、
市
民
が
新
し
い
市
政
に
期
待
も
の
、
知
期
的
な
も
の
の
三
つ
の
区
分
く
り
に
専
念
し
て
参
り
ま
す
。

す
る
も
の
は
、
「
清
潔
で
豊
か
な
ま
ち
」
を
は
っ
き
り
さ
せ
な
が
ら
、
全
体
像
と
Ⅲ

小
山
ダ
ム
建
設
や
常
磐
‐

を
つ
く
る
こ
と
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
て
の
高
萩
市
の
歩
み
を
、
皆
様
に
御

そ
の
期
待
に
こ
た
え
る
た
め
に
燵
高
理
解
い
た
だ
け
る
計
画
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
自
動
車
道
建
設
に
伴
う
Ⅷ

萩
市
の
こ
れ
か
ら
歩
む
べ
き
道
と
将
来
を
作
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
Ⅲ

の
姿
を
明
確
に
し
、
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
ま
た
、
首
長
交
替
時
期
に
お
け
る
市
生
活
環
境
な
ど
の
整
備
州

立
脚
し
た
市
民
の
た
め
の
市
政
の
確
立
政
の
空
白
は
、
厳
に
慎
し
む
べ
き
こ
と
次
に
当
面
す
る
市
政
の
連
川
に
つ
い
川

に
あ
る
と
信
じ
ま
す
。
政
策
の
決
定
に
あ
で
あ
っ
て
、
市
民
の
た
め
に
は
、
今
、
て
で
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
現
在
行
わ
れ
Ⅲ

た
っ
て
は
、
長
期
的
な
も
の
、
中
期
的
な
何
を
な
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
を
ま
ず
て
い
る
事
業
の
早
期
完
成
を
図
る
こ
と
Ⅲ
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一ｺ

五
十
八
年
度
施
政
方
針
（
抜
粋
）

清
潔
で
豐
伽

な
ま
ち
づ
く
り

ー

三
月
十
日
か
ら
開
か
れ
た
第
回
定
川

例
市
議
会
で
、
市
長
は
昭
和
五
十
八
年
川

度
の
市
政
を
す
す
め
る
に
あ
だ
っ
て
、
川

市
政
に
対
す
る
呈
本
的
な
考
え
方
と
、
Ⅲ

今
後
取
り
組
む
べ
き
政
策
の
方
向
を
明
川

ら
か
に
し
ま
し
た
。

近
年
の
経
済
の
落
ち
込
み
に
よ
る
深
川

刻
な
不
況
と
、
今
、
高
萩
市
ガ
将
来
の
Ⅲ

だ
め
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
多
く
川

の
聿
業
を
抱
え
て
い
る
こ
の
重
大
な
時
川

期
に
、
市
民
各
位
の
よ
せ
る
期
待
の
大
川

き
さ
の
中
で
、
「
清
潔
で
豊
か
な
ま
ち
ⅢⅢ

づ
く
り
Ｌ
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
な
川ｉ

り
ま
す
。
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会計別の予算額 単位千円）へ

… 伸率
（％）ぐ

一
般
会
計
歳
入
（
市
に
入
る
お
金
）

△、
Z式 ＩＩＬ

’

二
三
口 予算額

｣ 三_L

同I会般 6,191,000 △4．5

者収入
i億2, 1

（2 国民健康保険事業 1,035,713 △3．2特
別
会
計

万
兜

６
０

金
的
４

出
ａ
ｆ

支
信

県
２

霊 園事業 2，203 0.7

老人保健事業 1.083,851

水道事業 333,872 △7．3企

業

会

計

合

［業用水道事業 113，242 0.1

計' &､759“ 9.1

(2)



が
大
切
で
あ
り
ま
す
。
特
に
こ
れ
か
ら

の
課
題
と
し
て
は
、
高
萩
市
の
将
来
開

発
の
基
本
と
な
る
小
山
ダ
ム
建
設
に
伴

う
地
権
者
の
生
活
再
建
と
都
市
用
水
の

確
保
、
常
磐
自
動
車
道
建
設
に
伴
う
生
活

環
境
お
よ
び
道
路
網
の
整
備
、
茨
城
県

県
北
東
部
地
区
広
域
農
道
整
備
事
業
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
実
現
に
あ
た

っ
て
は
、
市
民
各
位
の
御
理
解
と
御
協

力
を
お
願
い
し
な
が
ら
懸
命
の
努
力
を

し
て
参
り
ま
す
。

施
策
の
重
点
目
標

一
、
子
供
や
青
少
年
が
の
び
の
び
と
た

く
ま
し
く
育
つ
教
育
環
境
の
整
備

二
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
と
福
祉
の
充
実

三
、
人
間
優
先
の
生
活
環
境
の
整
備

山
、
活
力
あ
る
市
民
生
活
を
つ
く
り
だ

す
産
業
の
振
興

五
、
健
全
財
政
の
硴
立

以
上
を
椎
と
し
て
、
積
極
的
な
市
政

の
展
開
を
図
る
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

秋
山
小
と
松
岡
小
に

プ
ー
ル
建
設

ま
ず
、
「
子
供
や
青
少
年
が
の
び
の
び

と
た
く
ま
し
く
育
つ
教
育
環
境
の
轆
術
」

の
中
で
は
、
近
年
続
発
し
て
い
る
青
少

年
の
非
行
暴
力
行
為
等
に
対
し
て
、
家

庭
を
は
じ
め
、
学
校
、
行
政
及
び
地
域
住

民
が
一
体
と
な
っ
て
対
処
し
て
い
く
よ

う
努
め
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
松
岡
中

学
校
の
改
築
に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民

の
意
見
を
調
整
し
な
が
ら
、
基
本
計
画

設
計
を
委
託
し
ま
す
。
学
校
プ
ー
ル
は

秋
山
小
学
校
と
松
岡
小
学
校
に
建
設
す

べ
く
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。
社
会
敬

育
関
係
で
は
、
公
民
館
と
文
化
会
館
を

核
と
し
た
芸
術
文
化
活
動
を
引
き
続
き

推
進
す
る
と
と
も
に
健
全
な
ス
ポ
ー
ツ

振
興
に
努
め
ま
す
。
図
書
館
と
歴
史
民

俗
史
料
館
は
十
二
月
オ
ー
プ
ン
を
目
途

に
進
め
て
い
き
ま
す
。
義
務
教
育
教
材

関
係
の
物
件
費
に
つ
い
て
は
、
父
兄
負

担
の
軽
減
に
努
め
ま
し
た
。

ミ
ニ
・
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
を
発
足

次
に
「
市
民
の
健
康
づ
く
り
と
柵
祉

の
充
実
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

六
十
歳
以
上
の
か
た
が
た
の
熟
練
さ

れ
た
技
能
を
さ
ら
に
社
会
発
展

の
た
め
に
お
役
に
立
て
て
い
た
十
一

だ
こ
う
と
い
う
発
想
か
ら
篭
職

人
の
生
き
が
い
対
策
の
一
つ
と
撫
溌

Ｌ
て
、
高
萩
市
ミ
ニ
・
《
ン
ル
・
ハ
鱗
鱗

ｌ
人
材
セ
ン
タ
ー
を
発
足
す
べ
”
側
制

較
蜘
恥
坪

く
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。
弧
曇

麓
や
瀞
唖
》
》

家
庭
奉
仕
貝
の
制
度
に
つ
き
ま
３
裳

》

擁

》

叩

》

僻

し
て
も
派
遣
対
象
者
の
拡
大
を
・
鰍
呼
》

図
っ
て
い
き
ま
す
。
市
民
が
災
￥
駒
Ｊ
》

害
に
あ
っ
た
場
合
の
貸
付
金
に

つ
い
て
も
、
さ
ら
に
厚
み
を
加

え
ま
し
た
。
公
害
対
策
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
公
害
の
未
然

防
止
に
努
め
ま
す
。
保
健
予
防
ゞ

事
業
は
、
医
師
会
の
御
協
力
を
・

得
な
が
ら
、
市
民
の
健
康
の
増

進
を
図
る
と
と
も
に
、
老
人
保
”

他
法
の
施
行
に
伴
い
七
十
歳
以

上
の
老
人
に
対
す
る
医
探
の
確

保
や
、
Ⅲ
十
歳
以
上
の
伽
き
ざ

》
↓

鍵

月
オ
ー
プ
ン
予
定
の
市
立
図
書
館

次
に
「
人
間
優
先
の
生
活
環
境
の
整
川

傭
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

公
共
下
水
道
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
Ⅲ

て
は
、
本
年
度
か
ら
終
末
処
理
場
の
調
川

査
、
用
地
買
収
お
よ
び
実
施
設
計
か
予
川

か
り
の
人
々
の
健
康
診
査
な
ど
に
祇
極
川

的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
Ⅲ
乢
雌
川

康
保
険
事
業
に
つ
い
て
も
、
効
率
的
な
Ⅲ

運
営
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
要
Ⅲ

望
の
多
い
斉
場
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
川

基
本
計
画
を
作
る
た
め
の
調
査
費
を
計
‐

こ
し
ま
し
た
。

" 錆“驚議
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市
施
設
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備
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I
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1月ｲ音
土ごIバン

4 5 6 [29 10 1 1 13 ４l と
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12ｲ意4，2oo万5千，土 木

民 生

教 育

絲 務

公 信

衛 生

農林水産業

消 防

議 会

労 働

商 工

予 備

災害復 ｜日

費
費
費
費
費
費
費
費
費
費
費
費
費

10ｲ意3，925フヲ6千円
’

9イ意3，754万2千円

Ｅ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

』 7億6,181万6千円

言・ 6億9,673万7千円

一ヨ 4億1 ,868万2千円
F1 58年度

昌3億8,589万4千円
■■■‘57年度

H3億1,614万’千円

己］億4｣938万1千円

'憶嶋7万7千門 一般会計歳出
81244万5千円

（使われるお金）
622万2千円臣
2千円

(3)



定
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
に

必
要
な
負
杣
金
を
計
上
し
ま
し
た
。
都

市
計
画
に
つ
い
て
は
、
都
市
下
水
路
整

備
事
業
、
都
市
計
画
街
路
事
業
、
公
同

整
備
事
業
と
町
西
側
区
画
整
理
事
業
等

に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

ま
た
、
市
街
地
整
備
計
画
の
策
定
を
行

い
ま
す
。
公
営
住
宅
の
建
設
お
よ
び
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
の
集

会
所
の
建
設
を
進
め
ま
す
。
常
磐
自
動

車
道
の
建
設
促
進
を
図
り
ま
す
。
恵
ま

れ
た
豊
か
な
自
然
を
生
か
し
て
の
市
民

か
い
こ
え
る
場
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

高
萩
海
岸
の
離
岸
堤
工
事
の
促
進
を
国

県
に
働
き
か
け
ま
す
。
市
民
お
よ
び
本

市
を
訪
れ
る
か
た
が
た
へ
の
Ｐ
Ｒ
の
た

小
島
住
宅
団
地

め
「
高
萩
の
観
光
と
史
跡
マ
ヅ
プ
」

と
「
観
光
総
合
案
内
板
」
を
作
成
し
ま

す
。
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
シ
ー
ト
《
ヘ
ル
ト
着
用
連
動
を
推

進
す
る
と
と
も
に
交
通
安
全
施
設
の
整

備
と
児
童
生
徒
の
通
学
路
の
歩
道
整
備

に
意
を
用
い
ま
す
。

五
ヵ
年
で
山
村
林
業

構
造
改
善
事
業
を
実
施

次
に
「
活
力
あ
る
市
民
生
活
を
つ
く

り
だ
す
産
業
の
振
興
」
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。

農
業
部
門
に
お
い
て
は
、
水
田
利
用

再
編
対
策
事
業
を
引
き
続
き
推
進
す
る

と
と
も
に
土
地
改
良
事
業
、
水
路
改
修
、

土
地
改
良
事
業
、
水
路
改
修
、

農
道
改
良
等
の
基
盤
整
備
を

進
め
ま
す
。
広
域
営
農
団
地

農
道
整
備
事
業
お
よ
び
松
岡

地
区
農
免
道
路
も
促
進
し
ま

す
。
ま
た
、
生
活
改
善
セ
ン

タ
ー
を
建
設
し
ま
す
。
林
業

の
振
興
に
つ
い
て
は
、
松
く

い
虫
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

山
林
の
育
成
強
化
の
た
め
、

引
き
続
き
間
伐
促
進
総
合
対

策
事
業
を
促
進
し
ま
す
。
林

道
に
つ
い
て
は
、
淵
の
上
線
、

田
の
草
線
の
開
設
お
よ
び
改

修
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
新

た
に
山
村
林
業
構
造
改
善
事

業
を
五
ヵ
年
で
行
い
ま
す
。

商
工
行
政
に
つ
い
て
は
、
商

工
会
の
運
営
費
の
助
成
と
商

店
街
の
環
境
整
備
事
業
に
助

成
を
行
い
ま
す
。
小
咄
住
宅

ー

団
地
の
促
進
や
区
画
整
理
事
業
を
推
進

す
る
と
と
も
に
民
間
資
本
に
よ
る
優
良

団
地
の
開
発
を
誘
導
し
ま
す
。
ま
た
、

手
綱
工
業
団
地
へ
優
良
な
企
業
の
誘
致

を
図
り
ま
す
。
消
防
施
設
の
充
実
の
た

め
、
消
火
栓
の
設
置
お
よ
び
防
火
貯
水
槽

の
設
置
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。
広
域

行
政
の
高
萩
市
・
十
王
町
事
務
組
合
、

高
萩
・
北
茨
城
と
畜
場
組
合
に
つ
い
て

は
、
必
要
な
経
驚
を
負
扣
し
ま
す
。
特

に
本
年
度
か
ら
二
ヵ
年
継
続
で
実
施
き

れ
る
消
防
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
い
て
も

そ
の
費
用
を
負
担
し
ま
す
。
昭
和
五
十

七
年
度
の
上
水
道
の
状
況
を
み
る
と
、

昭
和
六
十
二
年
に
は
需
要
水
量
が
施
設

の
給
水
能
力
を
上
回
る
す
う
勢
に
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
小
山
ダ
ム
建
設
事

業
に
よ
り
開
発
さ
れ
る
都
市
用
水
の
確

保
を
図
り
、
昭
和
七
十
二
年
を
目
標
に

第
一
次
拡
張
を
計
画
し
、
今
後
の
水
需

要
に
対
処
し
て
い
き
ま
す
。

最
後
に
「
健
全
財
政
の
確
立
」
に
つ
Ⅲ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

今
、
我
国
は
予
恕
も
し
な
か
っ
た
経
‐

済
の
落
ち
込
み
に
よ
る
深
刻
な
不
況
の
中
川

に
あ
っ
て
市
の
財
政
も
厳
し
い
状
況
に
川

あ
り
ま
す
。
国
、
県
等
の
制
度
の
活
用
川

は
も
と
よ
り
、
企
業
誘
致
等
に
よ
り
市
川

自
身
の
体
力
を
つ
け
る
と
と
も
に
、
行
川

政
経
費
の
節
減
合
理
化
を
図
り
、
行
政
と
川

市
民
自
身
の
責
任
で
行
う
べ
き
範
囲
を
Ⅲ

明
確
に
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
効
率
的
川

な
活
川
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

経
費
の
節
減
合
理
化

l l l l l l l l l l lⅡl l l l lI l l l l l lu ｣ 1 1

子供や青少年がのびのび

とたくましく育つ教育環

境の整備

五
十
八
年
度

ﾆｰ

ﾆ＝

四
つ
の
柱
の
主
な
重
点
施
策

の

へ
） 市

税
謁
億
４
，
３
９
９
万
８
千
円
の
内
訳

市民1人が

負繍難金一｜
’

▼学校プール建設事業

8, 024万4千円

▼松岡中学校改築計画調査事業

365万6千円

▼図書館建設事業（2カ年継続

事業の第2年次分）

4． 540万1千円

▼図書館準備および運営経費

3， 625万7千円

▼I樅史民併資料館建設事業（2ヵ

年継続事業の第2年次分）

8， 818万2千円

▼文化財保護事業

641万8千円

市民1人に

使われるお金

182,334円
資産税

'万2千

0％）

固定二

8億2,0/

（35．

円

税電 l{g8,931万5千円(81%気

都市計画税 '億4,004万9千円(6’0％）

にはこ消費税 1 1:3,576万9千円(5.8%)

Lその他 2,467万6千円(1 .0％）

市民ひとりが負担するお金と使われるお金は市税と
般会計の歳出を人□33,954人（3月1 日現在）て

除したものてす。

諾

(4）



日
閉
会
し
ま
し
た
。

人
事
案
件
二
件
、
予
算
関
係
八
件
、

条
例
関
係
九
件
、
そ
の
他
三
件
、
合
計

二
十
二
件
の
議
案
が
群
議
さ
れ
、
す
べ

て
原
案
ど
お
り
同
意
・
可
決
さ
れ
ま
し

た
”
そ
の
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。■

笠
谷
喜
之
助
氏
公
平
委
員
に
再
任

■
石
栄
氏
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

に
再
任
‐

■
高
秋
巾
生
椚
改
善
セ
ン
タ
ー
の
設
置

及
び
椅
剛
に
関
す
る
条
例
の
一
部
攻

正

一
、
、
凡
又

（
上
手
綱
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
カ
ニ
｜
↓
凹

置
さ
れ
ま
す
）

■
高
萩
市
家
庭
奉
仕
貝
派
遣
事
業
実
施

条
例
が
制
定

■
高
萩
市
立
図
書
館
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
が
制
定

三
月
十
日
開
会
さ
れ
た
昭
和
五
十
八

年
第
一
回
定
例
市
議
会
は
三
月
二
十
三

請
願
・
陳
情
書
に
対
し
て
審
議
さ
れ

た
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

■
採
択
さ
れ
た
も
の

○
排
水
溝
設
置
に
関
す
る
請
願

○
市
道
舗
装
に
関
す
る
請
願

○
児
童
公
園
内
の
遊
技
施
設
完
備
に
関

す
る
請
剛

請
願
・
陳
情
書
審
査
報
告

第
一
回
定
例
市
議
会
（
二
一
月
）

議
案
を
同
意

○
市
道
六
十
号
線
排
水
溝
設
置
及
び
拡

幅
に
関
す
る
請
願

○
市
道
の
改
良
軽
備
及
び
排
水
溝
設
置

に
関
す
る
請
願

○
石
河
原
な
く
た
地
区
農
道
及
び
簡
易

橘
（
二
カ
所
）
改
修
工
事
に
関
す
る
摘
噸

○
高
浜
町
商
店
会
へ
の
融
資
斡
旋
に
関

す
る
陳
情

○
優
生
保
護
法
の
改
正
に
反
対
す
る
陳

情
■
不
採
択
さ
れ
た
も
の

○
優
生
保
護
法
の
改
正
に
関
す
る
陳
情

○
北
朝
鮮
帰
還
の
日
本
人
妻
の
安
否
洲

在
及
び
里
帰
り
に
関
す
る
意
兄
書
捉

川
に
つ
い
て
の
陳
情

■
継
続
審
査
の
も
の

○
国
立
病
院
、
療
養
所
の
廃
止
、
地
方

移
管
、
民
営
化
患
者
サ
ー
ビ
ス
部
門

の
下
請
け
に
反
対
し
国
立
病
院
、
療

養
所
の
拡
充
強
化
を
求
め
る
政
府
へ

の
意
見
書
提
出
に
関
す
る
請
願

○
祉
会
保
険
間
係
行
政
事
務
の
県
秘
縦

と
職
叫
の
身
分
の
地
″
膨
衙
に
脚
す

る
請
願

○
軍
備
拡
大
、
大
企
業
奉
仕
の
臨
調
路
線

反
対
と
人
勧
凍
結
撤
回
に
つ
い
て
、
政

府
に
対
し
意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情

○
「
金
融
の
分
野
に
お
け
る
官
業
の
在

り
方
に
関
す
る
懇
談
会
」
報
告
の
早

期
実
現
を
求
め
る
意
見
書
提
川
に
関

す
る
請
服

●

弗 琳

獺．
ミ ･

識; 《職

）
｝

帥
脇
醐

三
月
十
一
日
の
本
会
議
で
、
各
議
員
川

か
ら
次
の
よ
う
な
項
目
て
一
般
質
問
が
Ⅲ

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
質
問
の
要
旨
を
お
川

知
ら
せ
し
ま
す
。

ｉ

ｏ
人
口
問
題
に
つ
い
て

○
川
西
土
地
区
画
幣
埋
事
業
に
つ
い
て
川

○
施
政
〃
針
に
つ
い
て
（
二
件
）

○
公
共
下
水
道
に
つ
い
て

○
爆
破
訓
練
場
誘
致
に
つ
い
て

○
職
員
採
用
に
つ
い
て

○
道
路
行
政
に
つ
い
て
（
二
件
）

○
建
設
業
者
指
名
に
つ
い
て

○
養
灌
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て

○
県
北
協
海
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
構
想
川

に
つ
い
て

○
観
光
竹
政
に
つ
い
て

ｉ

ｏ
人
口
の
琳
川
に
つ
い
て

○
心
身
障
害
者
通
院
通
所
交
通
費
制
度
Ⅲ

に
つ
い
て

Ｏ
教
育
問
題
全
般
に
つ
い
て

ｉ

ｏ
高
萩
市
の
振
興
策
に
つ
い
て

Ｏ
地
域
振
興
開
発
に
つ
い
て

○
青
少
年
の
非
行
問
題
に
つ
い
て
Ⅲ

○
高
秋
巾
・
十
王
川
広
域
行
政
に
つ
い
て
Ⅲ

○
手
綱
工
業
団
地
へ
の
企
業
誘
致
の
蝿
川

境
嬢
附
に
つ
い
て

一
般
質
問
の
要
旨

4月10日は

県知事選挙投票日
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市民の健康づくりと福

祉の充実

人間優先の生活環境

整備

活力ある市民生活をつ

くりだす産業の振興
ー

▼遇人稲祉対策事業

1ig6, 0237]~5T･円

▼身体障害者佃祉対策事業

8， 752ﾉJ.7千円

▼医ﾘ 冊祉対策事業

5,7207J~5千円

▼児童棉祉対策事業

2億8， 851万円

▼生活保謹吋策事業

3億 751 ．万9千円

▼社会淵祉箏業

1， 287〃9TI'1

▼保仙予防対策事業

4， 688万5千円

▼1111も健康保険事業操出金

1． 500万円

｜▼道路改良事業

2他9， 762万5千円

▼道路舗装1|i 業

7， 440万2千円

｜▼町西側土地区IIm幣理$f業

1 ， 846万8千円

|▼街路盤1111i事業

3， 632万2T-円

|▼市営住宅雌激事業

3傭9， 090万8千円

'▼消防施設!"illli事業

2， 357万4「円

|▼観光対策事業

911万2千円

▼111村林業構造改善事業

4,7897J7千円

▼団体営土地改良事業

1， 729ﾉJ~5千円

▼農道整備事業負担金

2， 202 ~〃7千F']

▼県単林道開設事業

2, 000ﾉJIII

▼松くい虫防除対策経費

2, 057ﾉJ9千円

▼間工業金融等対策費

2， 121ノブ9千円

▼工業用水道事業

1, 550万円

▼商工会運営等助成金

1， 269万5千円

（5）



活発な討議
生
き
が
い
の
里
・
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
イ
シ
ン
ボ
ジ
ウ
今

自
然
と
人
間
の
調
和
を
強
調

三

三

市の将来構想
二二

三
ニニ

ー

ー

ニー

研Ⅱl l l l l l l Ⅱl l I l II l l l l I

高
萩
市
は
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ

る
が
、
こ
の
自
然
を
今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
、
人
間

生
活
の
中
に
調
和
さ
れ
て
い
く
べ
き
か
を
話
し
合
う

「
生
き
が
い
の
里
・
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
イ
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
Ｌ
が
一
月
一
一
十
七
日
大
心
苑
で
開
か
れ
ま
し
た
。

ー

す
の
で
、
こ
れ
に
伴
う
開
発
計
画
一

一一

を
ど
う
進
め
る
か
が
重
要
で
す
」

と
あ
い
さ
つ
・

大
石
所
長
は
「
自
然
の
中
に
は

母
な
る
心
が
あ
る
。
こ
の
心
を
地
方
文

化
都
市
の
生
命
の
巾
に
、
い
か
に
同
調

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
市
と
一

（
財
）
余
暇
開
発
セ
ン
タ
ー
の
共
催
一

で
開
ら
い
た
も
の
で
、
「
地
方
の
一

時
代
・
文
化
の
時
代
」
を
大
石
所
長
、
「
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
描
想
」
一

を
松
田
助
教
授
、
「
生
き
が
い
の
｛

里
構
想
」
を
角
舘
室
長
が
、
そ
れ
一

蕊
蕊
謹
選
弓

特
に
、
森
林
の
宝
庫
と
も
言
う

べ
き
当
地
方
に
お
い
て
、
ど
の
よ

う
な
新
し
い
生
活
が
築
か
れ
る
で

あ
ろ
う
か
、
可
能
性
と
方
向
を
探

ろ
う
と
い
、
７
の
が
、
こ
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
目
的
。

ま
ず
、
大
高
市
長
が
「
山
間
地

域
で
は
年
ご
と
に
過
疎
化
現
象
が
一

進
ん
で
お
り
、
い
か
に
し
て
歯
止
一

め
を
か
け
て
い
く
か
が
当
面
す
る
一

大
切
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一

ま
た
、
昭
和
六
十
一
一
年
に
は
常
磐
一

自
動
車
道
が
供
用
開
始
に
な
り
ま
｜

Ｉ
一
出
席
者
ｌ
順
不
同
・
敬
称
略
‐

一
国
立
特
殊
教
育
総
合
研
究
所
所
長

大
石
三
四
郎

鈴
木
一
二

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
員

原
口
良
英

高
萩
青
年
会
議
所
理
事

明
智
健
一

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
員

高
萩
市
議
会
議
長

高
萩
市
長

林
野
庁
経
営
改
善
対
策
室
長

角
館
盛
雄

自
治
大
臣
官
房
企
画
室
長

金
子
清

通
商
産
業
省
立
地
公
害
局
工
業
再
配
置

課
長
小
林
惇

建
設
省
都
市
局
都
市
総
務
課
長

田
村
嘉
朗

国
土
庁
計
画
・
調
整
局
計
画
課
長

長
沢
哲
夫

総
合
研
究
開
発
機
構
研
究
企
画
部
長

福
士
昌
寿

株
式
会
社
電
通
Ｐ
Ｒ
局
長

藤
岡
和
賀
夫

（
財
）
余
暇
開
発
セ
ン
タ
ー
専
務
理
事

宮
野
素
行

筑
波
大
学
助
教
授

松
田
義
幸

立
教
大
学
教
授

斎
藤
精
一
郎

さ
せ
る
か
が
大
切
で
あ
る
。
地
域
に
即

し
た
地
方
文
化
部
市
を
目
指
し
て
欲
し

一
）
I

緯
i
I

I
ー

大
高
省
一

唾
ー へ …

い
」
と
強
調
。

松
田
助
教
授
は
「
最
近
に
お
け
る
労

働
時
間
の
短
縮
の
中
で
、
若
者
の
多
く

は
、
自
然
環
境
に
溶
け
込
ん
で
生
活
し

て
い
く
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。
四
十
代

五
十
代
六
十
代
の
人
達
は
、
自
由
時
間

に
対
す
る
適
用
能
力
か
非
常
に
低
く
、

老
後
に
ゲ
ー
ト
・
ボ
ー
ル
、
カ
ラ
オ
ケ

で
送
る
の
も
い
い
け
れ
ど
、
も
う
一
つ

レ
ジ
ャ
ー
の
能
力
を
少
し
高
め
て
、
し

か
も
若
い
人
達
と
い
っ
し
ょ
に
取
り
組

ん
で
い
け
る
か
ど
、
フ
か
が
、
こ
れ
か
ら

の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
と

な
り
ま
す
。
」
と
提
起
。

角
舘
室
長
は
、
「
生
き
が
い
の
里
構

想
」
に
つ
い
て
説
明
し
、
「
こ
れ
か
ら

高
齢
化
社
会
に
向
か
う
積
極
的
な
対
応

の
仕
方
と
し
て
、
国
土
資
源
の
有
効
活

用
と
人
的
資
源
の
活
力
あ
る
結
合
を
行

う
べ
き
で
す
。
」
と
力
税
。

午
後
か
ら
は
、
地
元
を
代
表
し
て
、

明
智
さ
ん
、
舟
生
さ
ん
、
原
口
さ
ん
、

鈴
木
市
議
会
議
長
、
大
高
市
長
が
意
見

を
発
表
。
高
萩
市
の
現
況
や
問
題
点
、

ま
た
は
将
来
あ
る
べ
き
姿
な
ど
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
述
べ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
傍
聴
し
て
い
た
約
二
百

五
十
人
の
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
も
、
理

想
的
な
都
市
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
活

発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

「
高
萩
市
の
将
来
に
つ
い
て
、
地
元

の
人
と
中
央
の
先
生
、
そ
れ
に
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
話
し
合
う
こ
と
は
、
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
う
え

で
重
要
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
、
有

意
義
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
し
た
。

(6)



緑
と
通
に
囲
ま
れ
た
豊
か
な
自
然
は

か
け
が
え
の
な
い
大
切
な
も
の
。
海
岸

線
に
広
ろ
が
る
頁
白
な
砂
浜
に
緑
の
樹

木
を
植
え
、
美
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
あ

げ
る
と
い
う
目
的
の
も
と
に
、
海
岸
整

備
事
業
の
一
環
と
し
て
、
茨
城
県
が
育

明
町
の
海
岸
に
松
の
苗
木
を
植
樹
し
ま

し
た
。

海

一

ｰ

三
月
十
二
日
、
”
海
岸
に
も
う
一
度
緑

を
取
り
戻
そ
う
〃
と
各
種
団
体
や
地
域

の
か
た
か
た
百
人
余
り
が
参
加
し
て
植

樹
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
全
員

で
高
さ
二
Ｍ
ほ
ど
あ
る
黒
松
の
苗
木
百

六
十
四
本
を
、
入
念
に
植
樹
し
ま
し
た
。

高
萩
の
海
岸
一
帯
は
以
前
、
松
林
も

茂
り
、
奥
深
い
自
然
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
、

し
か
し
、
そ
の
後
開
発
が
進
み
、
今
で

力ロ

輻を
ｈ
》
｝

は
、
住
宅
か
建
設
さ
れ
、
市
街
化
し
て
い
」
と
、
話
し
て
い
ま
し
た
。
今
後
も

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
砂
浜
近
く
も
松
続
い
て
、
毎
年
松
の
植
樹
が
行
わ
れ
る

は
姿
を
消
し
て
殺
風
景
に
な
り
、
地
元
｝
一
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

で
は
、
今
回
各
橦
団
体

の
植
樹
鳥
一
大
み
ん
な
で
育
て
よ
う
”
力
や
旅
辰

歓
迎
。
一
人
一
人
の

参
加
し
た
か
た
は
、
「
昔
の
よ
う
な
洲
か
い
手
に
よ
っ
て
、
こ
の
松
が
管
理

美
し
い
海
岸
に
な
っ
て
、
海
水
浴
で
も
さ
れ
、
り
っ
ぱ
に
育
ち
、
昔
の
向
影
を

で
き
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
よ
い
こ
と
は
な
少
し
で
も
取
り
戻
し
た
い
も
の
で
す
。

Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
γ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ

い

市
で
は
六
十
歳
以
上
の
高
年
齢
者
の

か
た
が
た
が
希
望
に
応
じ
、
経
験
、
能

力
を
生
か
し
て
仕
事
が
で
き
る
場
を
つ

く
る
た
め
、
高
萩
市
ミ
ニ
・
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
を
四
月
か
ら
発
足
し
ま

し
た
。こ

の
セ
ン
タ
ー
は
高
年
齢
者
が
メ
ン

。
ハ
ー
と
な
り
、
高
齢
者
に
ふ
さ
わ
し
い

仕
事
を
民
間
企
業
、
個
人
、
市
か
ら
引

き
受
け
て
、
そ
の
中
か
ら
自
分
に
適
し

た
仕
事
に
従
事
し
な
が
ら
み
ん
な
で
運

営
し
て
い
く
も
の
で
す
。

事
業
主
、
｜
般
家
庭
で
高
年
齢
者
で

も
で
き
る
次
の
よ
う
な
仕
事
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
委
託
（
発
注
）
し
て
く
だ
さ
い
。

｜
般
事
務
・
経
理
事
務
・
集
配
・
筆
記
．

毛
筆
・
屋
外
の
軽
易
な
作
業
・
簡
単
な

大
工
仕
事
・
着
物
仕
立
・
室
内
の
手
先

仕
事
・
留
守
番
・
子
守
・
庭
の
清
掃
・

除
草
植
木
・
盆
栽
の
手
入
れ
、
そ
の
他

高
年
齢
者
で
も
で
き
る
仕
事
。

申
込
先
市
福
祉
事
務
所
内

高
萩
市
ミ
ニ
・
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
事
務
局

二
三
・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

ー‘

V

と
き
四
月
二
十
九
、
三
十
日
、
五
月

一
日
（
三
十
日
が
民
泊
）

○
外
国
人
留
学
生
は
、
ア
メ
リ
カ
ヨ

ー
ロ
ヅ
パ
、
ア
ジ
ア
各
国
の
人
た
ち

で
、
日
本
語
の
日
常
会
話
が
で
き
る

学
生
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

○
宿
泊
料
は
無
料
で
お
願
い
し
ま
す
。

○
食
事
は
ふ
だ
ん
の
家
庭
料
理
で
け
つ

こ
う
で
す
。
用
意
す
る
食
事
は
、
川

月
三
十
日
の
昼
食
、
夕
食
、
川
Ⅱ
一

Ｈ
の
朝
食
、
昼
食
の
川
回
で
す
。

○
希
望
す
る
家
庭
に
は
、
後
日
説
明
会

を
開
き
ま
す
。

※
希
望
す
る
家
庭
は
、
四
月
二
十
ｈ
日

ま
で
に
救
育
委
員
会
社
会
教
育
課
（
恋

③
１
１
３
１
）
へ
申
し
出
く
だ
さ
い
．

○
高
萩
国
際
交
流
の
集
い
○

市
民
の
皆
さ
ん
、
外
国
人
留
学
生
を

民
汕
さ
せ
て
楽
し
い
親
善
交
流
を
自
分

の
家
庭
で
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

こ
れ
は
、
市
が
学
校
や
各
種
団
体
に

協
力
を
お
願
い
し
て
、
毎
年
「
高
萩
国

際
交
流
の
集
い
」
を
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
各
家
庭
に
外
国
人
留
学
生
を
民
泊

さ
せ
、
家
族
が
楽
し
く
親
善
交
流
を
は

か
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

希
望
す
る
家
庭
は
、
次
の
民
泊
の
条

件
を
御
理
解
の
う
え
、
御
協
力
く
だ
さ

１
０

泊
め
て
み
ま
せ
ん
か
蕊

■

一

睡

》

｝

一

ぐ

一

劃

》

一

一

一

》

一

》

一

一

｝

》

一

皿

一

一

》

一

曲

一

斗

》

一

一

一

一

》

一

一

一

卜

》

ヨ

ー

ー

ロ

岡

一

曲

制

へ

岬

一

》

一

一

》

柚

卸

“

■

外
国
人
留
学
生
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一

おえ 三

三

三
三

困
三
三
三
一
三
三
三
一
三
三
一
三
三
三
三
一
三
三
一
三
三
一
三
一
三
三
三
一
三
三
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三

I川l l l l Ⅱ
「
１
１
１

|||

私
達
百
六
十
八
人
の
学
び
舎
は
、
学

校
ぬ
う
し
ろ
に
竜
子
山
か
そ
び
え
た
ち
、

昔
、
城
が
あ
っ
た
と
い
う
よ
う
に
、
自

然
と
伝
統
に
囲
ま
れ
た
土
地
か
ら
の
中

に
あ
り
ま
す
。獄

で
、
だ
い
ぶ
傷

l l l
慨
々
吋
柵
皇

悴
協
柔
道
部
長
と
‐

日
本
加
工
製
紙
に
勤
務
す
る

学
校
紹
介

一
一
年
寺
門
正
治

際
灌
蚕

松
岡
中

岬
歳
）
は
、
ｈ

長
年
、
小

市体協柔道部長

佐々満さん

学
校校

舎
を
造
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
頼
っ
て

い
ま
す
。

し
か
し
忠
ま
れ
た
環
境
の
中
で
、
巾

の
巾
齢
校
か
ら
見
れ
ば
ず
い
分
小
人
数

で
あ
り
な
が
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
で

の
括
曜
は
日
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。

矢
吹
靖
代
さ
ん
の
作
品

…

§“$

…

…

震
ｖ
ゾ

’

三

三

一

三

一

一

三

一

一

一

一

三

一

一

一

一

三

一

一

一

一

三

三

一

一

三

三

一

一

一

一

三

三

三

三

一

一

一

一

一

三

三

一

三

三

一

一

三

三

三

一

一

一

一

三

一

三

一

一

三

三

三

一

三

三

三

一

一

三

三

一

三

一

一

一

一

一

一

一

一

一

虫

ー

み
か
き
て
い
ま

す
。
で
も
枝
衿

移
転
と
い
う
話

を
よ
く
耳
に
し

ま
す
．松

中
の
生
徒

全
貝
が
新
し
い称診＃

、…i、

湾
？"、

/{u一

特
に
、
本
校
は
体
育
館
を
使
う
に
あ
Ⅲ

た
っ
て
、
毎
日
、
各
部
と
も
、
雅
本
を
Ⅲ

中
心
と
し
た
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
Ⅲ

こ
れ
か
ら
も
、
ぜ
ひ
こ
の
松
岡
の
自
川

然
と
伝
統
を
、
松
中
の
生
徒
全
員
が
ス
川

ク
ラ
ム
を
組
ん
で
、
い
ま
以
上
の
松
中
川

を
作
り
あ
げ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
＠
Ⅲ

大
越
清
美
く
ん
の
作
品
Ⅲ

２
月
肥
日
か
ら
泥
Ｈ
ま
で
、
常
陽
銀

行
高
萩
支
店
ロ
ビ
ー
に
お
い
て
、
高
萩

版
画
ク
ラ
ブ
に
よ
る
版
山
展
が
行
わ
れ

士
幹
し
た
。

作
品
は
、
農
村
に
伝
わ
る
伝
統
行
事
、

農
作
業
風
景
を
題
材
に
し
た
も
の
で
、

｜
色
刷
り
、
多
色
刷
り
な
ど
十
三
点
。

ほ
の
ば
の
と
し
た
素
朴
な
作
品
は
、

ち
び
っ
子
か
ら
お
年
奇
り
ま
で
帆
広
い

人
誠
を
雄
め
ま
し
た
。

一
農
村
風
景
を
版
画
に

蕪

碑
り
、
記
録
し
て
お
き
た
い
の
会
会
員
て
も
あ
り

州
か
ら
な
ん
で
す
」
と
語
る
「
最
近
は
自
然
に
親
し
む
恥

て
こ
と
が
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
》

》
鈴
木
積
穗
さ
ん
Ⅱ
（
下
君

梱
田
）
。
い
ま
す
が
、
自
然
破
壊
は
禍

”
積
穗
雲
一
ん
は
Ｒ
本
野
を
め

進
ん
で
い
て
、
高
萩
も
例
》

鵬
騨
哩
隈
襲
、
Ⅷ
烏
求
外
で
は
あ
り
菫
ぜ
ん
。

市
内
に
は
、
現
在
三
一
雨

帆
チ
ン
グ
）
の
説
明
や
案
内
ｚ
Ｊ
○
種
知
ほ
ど
の
野
鳥
か
生

田
土

州
を
す
る
こ
と
か
あ
る
。
息
し
て
い
ま
す
が
、
環
境
恥

吋
七
会
村
に
飛
来
し
た
黒
悪
化
に
伴
っ
て
年
々
減
少
〉

州
ハ
ゲ
ワ
シ
や
、
瓜
連
町
の
古
徳
沼
に
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

集
ま
る
水
鳥
こ
れ
以
上
の
自
然
破
壊
か
進
ま
な
州

総
篝
麗
剛
証
津
室

魅
力
を
追
い
い
ま
し
た
．

宇

ロ

ニ

ニ

審

‐

ョ

『

』

、

二

口

口

ｉ

画

ｆ

当

ら

ロ

ュ

－

９

吾

ユ

ロ

』

ｚ

口

二

Ｅ

・

西

ロ

ニ

ー

ご

ｒ

国

ゴ

“

口

・

弓

・

ｆ

口

口

・

二

口

、

”

。

・

二

心

・

・

二

』

二

・

堺

ニ

マ

『

二

二

一

三

二

二

二

ロ

二

三

二

“

二

三

二

“

二

Ｆ

二

“

．

二

二

二

．

三

Ｆ

心

ニ

ロ

ニ

マ

『

二

二

二

二

口

二

三

《

口

こ

三

二

ロ

ニ

ニ

ロ

二

“

三

二

．

』

ロ

ー

ニ

ロ

ニ

ロ

△

二

州

「

自

然

の

ま

ま

自

由

に

動

き

回

る

烏

求

め

て

い

》
一
の
姿
は
、
愛
ら
し
く
て
、
見
て
い
て
る
。

》
飽
き
る
こ
と
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

州
カ
メ
ラ
を
覚
え
た
の
も
岬
烏
の
会
高
萩
市
Ｈ

州
に
入
っ
て
か
ら
で
、
鳥
や
杣
物
を
雌
然
を
愛
す
る
皮

（
）

､福祉は:::::::::::::::::識蕊:識:::::無:識:識:メ
錘鍵蕊;蕊職蕊嬢識熱蕊
職:::ひとりひとりの心から《

3月25H、文化会館で第10回社会禰祉大

会が行わｵLました。参加者は550人。

社会f,'A祉団体に永年貢献したかた、福祉

増進に功績のあったかたが表彰を受けたあ

と、市民総参加による福祉の充実を目指す

大会宣言か採択されました。

（8）
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一
『
匪
推
》
七
い
怖
犀
誰
詠
い
認

一
箒
確
率
一
Ｌ
捧
罹
計
誰
都
茎
｜
吟
」
で

》
こ
の
よ
う
な
表
彰
を
受
け
、
恐

識
縮
し
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
と

』
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ

識
で
、
私
は
恵
ま
れ
て
い
る
と
思

蝿
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

鍵凸“鍼…i蝉

る
ん
で
す
。
言
葉
だ
け
で
な
く
翻
坤
一

親
子
で
ふ
ざ
け
合
っ
た
り
、
一
吋

緒
に
遊
ん
で
く
れ
た
り
す
る
肌
一

と
肌
の
触
れ
合
い
を
求
め
て
い
》戦

打
き
て
桂
緬
け
て
き
た
こ
と
て

一

こ
の
よ
う
な
表
彰
を
受
け
、
恐

縮
し
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
と

瞳

協
力
し
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
》蝿

滝
謹
厳
頭
》

》

采
道
ス
ポ
ー
ヅ
少
年
団
は
、

現
在
別
人
ほ
ど
の
メ
ン
・
ハ
ー
か

お
り
、
心
身
の
鍛
練
、
礼
儀
を

重
ん
じ
る
心
を
培
う
こ
と
を
目

的
に
し
て
、
凋
一
に
３
日
、
２
時
》

間
の
け
い
こ
を
し
て
い
る
。
》

佐
々
さ
ん
は
、
交
通
指
導
貝
、
一

輪

体
育
脂
導
ｕ
を
務
め
る
ほ
か
、
》

青
少
年
机
談
貝
や
山
子
迦
川
会
》

長
を
務
め
、
子
供
た
ち
の
育
成
｝

指
導
を
続
け
て
い
る
。
蝿織

「
今
の
子
供
た
ち
は
、
大
人
に
鋤

甘
え
、
す
ね
て
い
る
よ
う
で
す
蝿

る
よ
う
で
す
。
癖

子
供
の
教
育
は
大
切
な
こ
と
》

で
す
か
ら
、
地
域
ぐ
る
み
で
あ
》

た
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
》

鏑

と
、
強
調
し
て
い
ま
し
た
。
↑
』

が
、
本
当
は
愛
帖
に
飢
え
て
い

認鶴驚辮蕊認…騨群薪搦ヂ鐸諺

職 蕊篭
３
月
四
日
、
東
小
学
校
で
全
校
児
童
に
よ
る

な
わ
と
び
大
会
か
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
、
チ
ー
ム
（
２
９
０
人
）
に
よ
る

団
体
対
抗
戦
に
よ
り
競
わ
れ
ま
し
た
。

チ
ー
ム
は
、
集
団
登
校
班
や
子
供
会
の
仲
間

を
中
心
に
編
成
さ
れ
た
も
の
で
、
集
団
で
の
ま

と
ま
り
、
協
調
心
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

み
ん
な
で
が
ん
ば
っ
た
よ

鋲没…4甑

○ゴールデンウイーク

｢子供映画会」のお知らせ

5月3日（火) AM10 : 00 PM2 : 00

（2回~上映）

高校生以下800円大人l *000円

）
一

'一うる星やつら"－ ~1

鍵]

；識高橋留美子の「うる星やつら」は「少

年サンデー」に連載されるや、たちまち

ヤングの圧倒的人気を獲得しました。

ただ今フジTVで放送され、アニメ番

組として人気を得ています。

心をこめて作りました 護
露
軍
藻
、
篭
易
蕊
蕊
霧
譲

'一シヨンベン･ライダーーヨ弦 『『 I

3月13日、勤労青少年ホームで、

fl1用者による各繩クラブ． ・数室の

発表会が行われました。

当日は、利用者や一般の市民ら

120人が集ま') 、着付・書道・生

花・茶道敬室なと､の発表や、ギタ

ークラブ員によるミニコンサート

を楽しんで､いました。

また、料理教室の生徒による手

作りの昼食・ケーキが出され、 人

気を集めました。

「翔んだカップノレ」 「セ ラ服と機関

銃」で大ヒットを飛ばし、 そのユニーク

な才腕を評価されているﾎ| |米慎二監督の

最新作です。

自分たちをコケにしていたガキ大将が

目の前で誘拐されたばっかりに、暴力団

との大追跡か始まり人人の裏の世界をか

いま見ることになった中学生たちの奇妙で

楽しいファンタジックな超感覚の大冒険

物語です。

プレイガイド＝文化会館・仲屋書店・

田所書店

○5月5日附ウィーン物語
ジェミニYとS

三等高校生

AM10 : 00 PM1 : 30 (2回上映）

小中学生800円高校以上1,000円

※入場券は当日会館で発売（前売りは

いたしません）

夢
入

|%,
~心

顯
健一

輔惹鶏〃』

ー

息

健
康
は
食
生
活
か
ら
？
．

２
月
妬
日
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
、
母
子

猫
祉
会
の
料
理
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
・

こ
の
教
室
は
幹
部
講
習
会
の
一
環
と
し
て
行

わ
れ
て
お
り
、
参
加
し
た
班
長
な
ど
艸
人
は
、

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
を
と
、
熱
心
に
学

ん
で
い
ま
し
た
。

お』lわ跡び蕊iと騨訂灘正"1
市報3月号ヤング登場の｜|Wでお伝えし

たチャ'ノティコンサー|、 （3月20日＝文

化会館）は、都合により行われませんで

した。おわびして訂正いたします。

(9)



4月1日付

市役所の人事異動

（係長以上）

【部長】▽住宅公社常務理事＝矢吹和典（市

長公室参事）

【課長】▽財政課長＝芳賀|専行（秘書課長兼

秘耆係長）▽秘苦課長兼秘書係長＝高橘一也

（財政課長）▽社会教育課長兼中央公民館長

＝江尻寛（監査委員事務局長）

【課長補佐】▽監査委員事務局長心得＝小沢

正敬（庶務課長補佐兼係長）▽高萩・北茨城

と畜場食肉センター所長＝今橋昌雄（衛生課

一一

反補佐兼係長）▽民生部付＝松本昭（高萩・

北茨城と畜場食肉センター所長）

1

ハイキングに御利用〈 ださい＝＝

’ が完成峠の
盤． 『, 唖#'観 双講 』 『粥

＝

＝

三

三

＝

＝

＝

市
民
の
新
し
い
散
策
コ
ー
ス
峠
の
道

が
三
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
峠
の
道
は
、
観
光
施
設
整
備
事

業
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
、
和
野

大
心
苑
野
球
場
か
ら
花
貫
ダ
ム
下
北
側

ま
で
、
全
長
２
．
６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

コ
ー
ス
で
す
。

道
に
は
小
石
が
敷
き
詰
め
ら
れ
て
お

り
、
散
策
道
の
雰
囲
気
を
た
っ
ぷ
り
楽

し
め
ま
す
。
ま
た
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
で

市
街
や
太
平
洋
が
眺
め
ら
れ
、
ベ
ン
チ
、

階
段
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
地
域
は
、
花
園
花
貫
喋
立
自
然

公
園
普
通
地
域
に
指
定
さ
れ
、
東
京
営

林
局
で
は
、
リ
ン
ボ
ク
（
暖
幣
性
帯
緑
広

葉
樹
）
が
自
生
す
る
北
限
の
学
術
参
考

保
護
林
と
し
て
保
存
し
て
い
ま
す
。

家
族
辿
れ
な
ど
で
、
一
度
ハ
イ
キ
ン

や

ク
コ
ー
ス
を
散
策
し
て
み
て
は
い
か
か

で
す
か
。

茨
城
県
畜
産
農
業
協
同
組
合
で
は
、

薬
剤
の
空
中
散
布
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

○
日
時
４
月
皿
日
、
５
月
８
日
の
２

回
、
午
前
８
時
測
分
か
ら
ｎ
時

○
場
所
市
内
中
戸
川
「
茨
城
県
米
平

公
共
育
成
牧
場
」
牧
草
地

※
注
意
事
項
①
当
日
は
、
散
布
地
へ

近
寄
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
②
薬
剤
散

布
後
一
週
間
は
、
散
布
地
の
ワ
ラ
ビ
な

ど
の
食
用
草
を
食
べ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

自
然
の
中
へ

薬
剤
の
空
中
散
布

出
合
い
を
求
め
て
外
へ
出
よ
う
。

子
供
達
を
連
れ
出
し
、
美
し
い
自
然

に
ふ
れ
さ
せ
た
い
・

自
然
と
の
ふ
れ
合
い
か
ら

「
あ
っ
／
お
か
あ
さ
ん
、
サ
ク
ラ
の
花

だ
よ
凶
と
花
を
み
つ
け
出
す
子
供
に
育

て
た
い
。

「
ツ
ク
シ
だ
れ
の
子
ス
ギ
ナ
の
子
」
は

な
つ
か
し
い
。
タ
ン
ポ
ポ
、
ス
ミ
レ
は

春
の
花
の
横
綱
だ
。

三
月
初
め
、
山
は
ま
だ
裸
木
だ
が
、

マ
ン
サ
ク
の
黄
色
い
花
が
目
に
入
る
。

林
の
緑
に
は
、
白
い
花
の
ニ
リ
ン
ソ

ウ
の
郡
落
が
見
ら
れ
る
。
や
が
て
、
山

一
山
は
次
第
に
萠
黄
（
も
え
ぎ
）
に
い
ろ

ど
ら
れ
る
。

ヒ
ト
リ
シ
ズ
カ
は
、
落
葉
の
中
か
ら

一
清
楚
な
姿
を
み
せ
て
く
れ
る
。
四
枚
の

一
葉
に
包
み
込
ま
れ
た
花
穗
は
、
あ
た
か

⑬
『
自
い然
愛
』
を
は
ぐ
く
も
う

■

Ｌ

・

眠

酬

・

踵

・

手

恥

■

か

口

牝

・

・

ず

■

》

￥

（
》

日
日
、
常
識
で
は
考

え
ら
れ
な
い
事
件
が
、

ニ
ュ
ー
ス
で
伝
わ
っ
て

，
ｒ
、
ブ
タ
Ｏ

今
こ
そ
、
美
し
い
も

の
に
素
直
に
感
動
す
る

心
情
を
育
て
よ
う
。

自
然
愛
や
、
人
間
愛

を
大
切
に
す
る
豊
か
な

情
操
を
は
ぐ
く
み
た
い
。

春
だ
、
野
の
花
と
の

て
外
へ
出
よ
う
。

れ
出
し
、
美
し
い
自
然

も
、
白
い
花
火
を
散
ら
し
た
よ
う
だ
。

「
君
は
こ
こ
に
い
た
の
か
酉
と
思
わ
ず

呼
び
か
け
た
く
な
る
花
だ
。
そ
れ
は
ま

さ
し
く
、
静
御
前
が
美
し
く
舞
う
姿
だ
。

緑
は
、
我
々
に
多
く
の
恵
み
を
与
え
、

守
っ
て
く
れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と

も
知
ら
せ
よ
う
。

自
然
を
愛
す
る
豊
か
な
心
情
は
、
必

ず
人
間
愛
に
も
通
じ
る
も
の
だ
。

（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）

ヒ
ト
リ
シ
ズ
カ

⑩



ｰ

》

手
話
講
座

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

■

５

■４■

■
・
■
①
●
■
■
●
曲
４
■
●
■
■
叩
■
■
■
●
凸
■
ａ
む
ら
■

高
萩
手
話
を
学
ぶ
会
で
は
、
耳
の
不

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
自
由
な
か
た
に
対
し
て
の
理
解
嵐
昔

の
あ
る
人
を
対
象
に
、
手
話
講
座
を
開

講
し
ま
す
の
で
、
御
応
募
く
だ
さ
い
。

読
み
聞
か
せ
講
座

○
と
き
５
月
７
日
～
哩
月
Ⅳ
日
、
第

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
の
た
め
１
．
３
土
曜
日
午
後
１
時
～
３
時

の
読
み
聞
か
せ
講
座
を
開
講
い
た
し
ま
○
と
こ
ろ
市
民
セ
ン
タ
－

す
の
で
、
御
応
募
く
だ
さ
い
。
○
対
象
者
一
般
市
民
鋤
人

○
と
き
５
月
ｎ
日
～
岨
月
泌
日
、
第
○
講
師
伊
藤
実
先
生
（
県
手
話
奉
仕

２
．
４
水
曜
日
午
前
、
時
鋤
分
～
通
時
貝
）

○
と
こ
ろ
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
※
申
し
込
み
は
、
ど
ち
ら
の
講
座
も
４

○
対
象
者
一
般
市
民
訓
人
月
泌
日
ま
で
に
市
福
祉
事
務
所
内
社
会

○
講
師
山
本
恒
雄
先
生
（
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
福
祉
協
議
会
（
盃
③
２
１
１
１
内
線
２

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）
８
３
）
ま
で
。

罐
需
三
月
十
五
日
二
本
松
与
八

丈
帳
”
騨
爬
誕
睾
言
“

、

去

み
、
ベ
過
、
ｊ
彦
丘
街
六
十
才
に
て
死
」
と
あ
る
。

毎
座
岼
一
「
二
本
松
」
は
北
茨
城
市
関
南
町
関

４

本
下
の
小
字
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
こ

Ⅶ
’
１
か
、
妙
ｆ

Ｄ
令
叩
浜
の
地
に
は
枝
ぶ
り
も
見
事
な
一
一
本
の
松

診
『
”
卜
．
⑲
赤
が
生
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
．
こ
の
二

本
松
で
戦
国
時
代
末
期
の
永
禄
二
年
二

五
五
九
）
に
、
一
人
の
男
子
が
生
ま
れ

文
禄
四
年
二
五
九
五
）
の
記
事
に
、
た
。
幼
名
は
明
ら
か
て
な
い
が
、
長
じ

「
妙
円
霊
三
・
十
三
日
二
本
松
う
て
彦
兵
術
と
称
し
た
。
彦
兵
衛
五
十
六

ば
」
と
み
え
る
。
さ
ら
に
慶
長
十
八
年
歳
の
と
き
に
母
が
死
ん
だ
。
慶
長
十
九

二
六
二
三
「
法
教
霊
三
月
二
年
正
月
三
日
の
こ
と
で
あ
る
ゞ
さ
ら
に

本
松
彦
九
郎
」
、
慶
長
十
九
年
「
妙
正
六
月
十
九
日
に
は
、
磯
原
の
新
十
郎
に

霊
正
月
三
日
二
本
松
彦
兵
衛
の
老
嫁
い
で
い
た
娘
が
死
ん
だ
の
で
あ
る
。

母
」
、
「
妙
真
霊
六
月
十
八
日
磯
彦
兵
衛
は
悲
し
み
に
く
れ
な
が
ら
、
磯

原
新
十
郎
の
女
房
二
本
松
彦
兵
衛
の
原
へ
の
道
を
歩
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

娘
」
、
元
和
二
年
二
六
一
六
）
「
法
そ
れ
か
ら
四
年
目
の
閨
二
月
二
十
八
日

でに三

つ彦二 言シルバークラブ員を垂≦
た兵三

・龍ミ菫御利用ください菫室
は三 一一＝壹壽露

涯高齢者の準がい活動として高萩巾ｼﾙバｰﾗブが
だ三あります。

ロ ー＝

行三 クラブ貝は、次のかたかたて婦人会・老人会などでの
JJ 三三

年三話し、 それに学級．講座なと･での学習活動や社会教育。
六三

十三社会福祉活動の指導を扣当します。
ユニ 二＝

成二 希望される団体のかたは、市教育委員会社会教育課(窓
' ' ' 1 |Ⅱl l I I l m

、露誌』ず;でリ③1131 ）か、直接本人にお申し込みください。
怠§ :職蕊魚: : ;:I

韓津､J 高萩市シルバークラブ登録者名簿 （57.9現在）

I ' 1

奄程…ず

Ｙ４Ｉ当畢・

関
本
下
の
二
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松
あ
た
り
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義
謹
ご
蕊
磯
弘
窺
慰
謝

藤
嫁
爵
認
靭
誕
撞
蕊
蕊

霧
驚
搾
墹
坤
繩
ゞ
蕊
鍵
瀞
驚
》
￥
ゞ
蕊
蕊
隷
：
雫
驚
舞
溌
鷺
鳶
》
“
》
》
謬
態
認
轆
難
裁
‘

雫迩

涛

擁

溌

〆

壼
一
雪
秘
記
羅
恐
二
瀞
梺
娠
蝉
延
嶽
窃
奄
唖
》
悪
心
垂
珂
搾

離
ぶ
ふ
更
慰
観
嵩
轟
溌
蕊
惣
職
掘
慰

蕊
溌
議
醗

零
臓
器
、
鍔
蕊
“
賛
晶
…
謀
諦
晒
鍔
“
“
、
へ
“
“
！
》
、
畠
、
鋒
識
誕
咄
瀞
郡
蝿
鐸
噌
黛
拭
、

》
鋳
、
“
峠
坐
蝿
謡
観
一
心
》
器
》
玲
鍔
，
棉
準
輔
澤
礒
《
一
恥
騨
《
観
《
、
ぷ

え
訳
〆
弥
齢
賎
‘
肥
ｊ
欣
卜
く
Ｊ
瓜
卜
》
、
蝿
Ｊ
～
Ｍ
１
’
１

鮠

溌

聴

Ｊ

祇

脇

ｒ

ｒ

昨

貯

ｒ

よ

儀
鰹
譜
嘩
熊
や
＃
鞭
，
礎
ぶ
お
〃
剛
Ｊ
弓
’
鱗
叫
！
眠

託

Ｙ
朝
革
？
砥

炉

、

ｉ

グ
ー
洲
．
刺
、
韻
．
伊
乢
』
２
り

可
津
創
り
品
１
ク
ー

〃
、
ｊ
、

’

４

４

沙

Ｊ
判
汎
帛
軍
噌
Ｊ
１
、
イ
、
や
２
師
も
鶚
‐
４
球

、
．
０
１

１
５
唖
ｑ
課
Ｉ
ｖ
鈩
卜
ｑ

馥咄

、
Ｊ
’
ず
、
乎
寸
、
射

昂
Ｊ
Ｉ
Ｔ
、
列
鋸
可
“
ｊ
Ｊ
ｉ

…
’
１
、

班
Ｉ
ｊ
ｆ
Ｌ
Ｉ
ｊ

三
カ
月
健
診

脂導できる事項(内容11

自然保護・郷土の植物一

電話番号名 住 所l元

大都直光 安艮川628

高萩264 3

(2)37851

健康相談・指圧

囲 碁

保 催

⑥1418

②3838

②5195

２ ビ田 端

3 石 喜次
4下山田尚方

本町2 66

秋山1101

5吉家 哲 33437民謡･盆栽・わら工品弓名2157

6額貨寅次 大和町1-33 ②2232将 槻

7佐藤哲蔵 2)2148 文学・民謡．詩９
４

６
６

３
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町
町

浜
明

高
有

一
恐
唖
鰯
溥
誕
蝉
蕊
鼠
心
蕊
鐵
鐙
鐡
盛
蕊
一

熱
遼
鐡
厩
蕊
溌
垂
醗
謝
跡
懇
蕊
迩
蝿
鐡
》

弓
壷
迩
慰
如
雷
斑
燕
何
燕
溌
懲
悪
睡
箆
量

感
認
錐
韓
謹
鞍
卿
蕊
巍
均
ぷ
ぶ
簿
熱
譲
一

砧
が
串
鐸
蝉
無
貼
群
唱
缶
騨
品
鑑
和
唱
認
＃
く
品
手
ｊ
串
貼
貼

串品

貼
呼
串
串
貼

…

“
…
、
“
輯

》、

、
“
》
》
、
晒
謬
晶
誤
、
、
僻
心
、
、
抄
、
釦
率
噌
舜
撚
、
鞍
》
、
芋
、
；
“
蕊
、
謡
群
、
、
轄
“
》
春

蕊
や
泳
蝿
職
潅
唖
診
蕊
郵
蕊
謹
罷
抵
溌
己
一

息
離
乳
蕊
趣
獺
妙
蕊
恋
謹
溌
浄
毎
溌
蕊
一

癖
迩
嶽
蝿
鵜
嬉
葱
鐙
韓
惣
艇
溌
抵
霞
趣
畳

琵
蹴
患
な
醗
箪
蹴
逼
戸
一

一
坤
転
主
計
趨
伊
ゞ
睡
涯
一
一
ゞ
》
Ｅ
託
Ｆ
一
Ｊ
＊
筆
Ｅ
《
団
》

《
母
哉
Ｌ
毎
Ｊ
》
が
《
一
心
心
か
半
》
壺
善
丑
一
Ｊ
一
半
和
》
一
Ｊ
一
鋸
ゞ
準
一
Ｆ
－
Ｊ
鍛
酎
》
》
》
号
縛
Ｆ
一
Ｊ
酎
語
》

鞭
鍵
誕
冠
轄
蕊
舜
礒
諏
龍
曜
周
一
い
毎
一

Ｆ
Ｌ
罐
碑
蕊
即
迩
埼
・
Ｅ
ｎ
Ｊ
Ｆ
Ｊ
Ｊ
忠

・
場
瀞
寺
高
萩
保
健
所
急
肥
前
町
言
１
塁

出
》
》
呼
出
韓
辨
貼
串
韓
晋
田
澤
荘
坤
貼
串
弾
貼
晶
．
Ｊ
貼
罰
串

段
段
守
導
守
晶
…
韻
、
》
韻
一

○
涛
参
す
る
も
の
臼
母
子
縫
犀
手
帳
が
二

Ｊ
矛
型
ヅ
嶺
嫁
Ｊ
残
漣
ず
ゞ
》
；
・

貼
貼
貼
貼
：
、
砧
串
串
誹
一
韓
唱
一

＃一

…
鄙
、
、
、
、
品
誤
段
段
》
》
一

１

“

沁

批

駁

挑

１

篭

Ｉ

ｉ

ｙ

尋

，

‐

…

脆

舵

秘

、

恥

ｊ

抑

。

“

１

１

１

況

靜

恥

孵

瀞

に

，

Ｉ

、

１

１仏

；
化
‐
‐
”
、

～
韓
〃
、
ｆ
Ｊ
ｆ
ｉ
‐
１

４
’
４

器

③2824 レクリエーンヨ8 飯島徳次郎
9 花園救之 本町1－75

大和町2－98

②2043 1花と生活･花壇つく り
②3048 1薬草･ﾀﾞﾝｽ

保
健
詠
保
健
婦
己
■
一

ユ
魂
ノ
、き田

一
局
和

大
大

０
１

１
１ 大和田きぐ雛：

②3958

③7576

②2089

②2828

大森キク

松尾秀夫

丹 たま

杉山 きく

肥前町1 111

下手綱1506

安良川1075 7

安良川272 43

高浜町3 67

社会福祉

生活の合理化皿

昭 書道・弓道・家庭教育

舞 踊(日本）４
５

１
１ 舞 踊(日4

ノ

(1 1）



○
第
１
工
区
日
本
加
工
製
紙
高
浜
ア

一
軍
人
恩
給

・
、

Ｉ
ト
ー
高
浜
集
会
所
付
近

ノ

○
第
２
工
区
高
浜
集
会
所
付
近
～
高

浜
グ
ラ
ン
ド
南
側
十
字
路
付
近

ｏ
第
３
工
区
高
浜
グ
ラ
ン
ド
南
側
十
加
算
改
定
は
お
済
み
で
す
か

宇
路
付
近
～
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
南
側
現
在
帥
歳
以
上
で
、
旧
陸
軍
軍
人
と

工
事
期
間
は
、
第
一
・
第
二
工
区
は
し
て
普
通
恩
給
を
受
給
し
て
い
る
か
た

■
、

詔
年
３
月
１
日
か
ら
８
月
”
日
ま
で
に
、
勤
務
地
や
勤
務
内
容
に
よ
り
恩
給

第
三
工
区
は
弼
年
３
月
４
日
か
ら
８
月
額
が
増
額
き
れ
る
加
算
改
定
か
行
わ
れ

鋤
日
ま
で
で
す
。
て
い
ま
す
。

※
な
お
、
こ
の
工
事
中
は
、
部
分
的
に
○
必
要
な
も
の
印
鑑
、
恩
給
証
書

全
面
通
行
禁
止
と
な
る
箇
町
が
あ
り
ま
○
次
の
番
号
以
上
の
か
た
は
、
既
に
改

一
三
三
三
一
一
一
一
三
三
一
三
三
一
一
三
一
二

三
一
一
一
一
三
一
一

三

三

三

一

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

一

三

三

三

三

三

三

三
三
三
三
一
三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

一

三

三

三

三

三

三

三

三

三

判

前
年
度
に
引
き
続
き
、
公
壮
〈
下
水
道
２
６
５
ま
た
は
２
７
４
）
へ
お
問
い
合
一
時
金
制
度
を
↓
」
存
じ
で
す
か

事
業
建
設
工
事
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
わ
せ
く
だ
さ
い
。

す
の
で
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

》
下
水
畠
一
道
工
事
詳
し
く
は
、
日
立
・
高
萩
・
十
王
広

競
域
下
水
道
組
合
急
③
２
１
１
１
内
線

春本番
木々は紅紫に芽を吹き、いよいよ舂本番である。このと

ころの雨で桜も大分ふくらみを増し、中旬には高萩高根を

はじめ、大心苑KDD衛星通信所など、市内の桜も見頃と

なろう。皿月を迎え、野も山も明るく彩られ、ひと時の目

を楽しませてくれるのもこれからだ。絵と文伊藤龍馬

' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1Ⅱl l l l l l l l l l lⅡ ' ' ' ' ' ' 1 1 1 1 1 1 1 1 1Ⅱ' ' 1 1Ⅱ1 1 1 1 1 1 1 1 1 1Ⅱ' ' ' 1 , , , , , , , , , , , , , , , , 1 , , , , , , , , , , , ｣ , , , , , , , , , , , , , , , , , ,Ⅱ ｢ , ,Ⅱ

ー

l l l l l拝

恩
給
法
上
の
一
時
金
と
い
う
制
度
を

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
旧
軍
人
と
し
て
３
年
以
上
勤

務
し
た
か
た
、
ま
た
は
そ
の
家
族
に
一

万
五
○
○
○
円
の
一
時
金
が
支
給
さ
れ

る
も
の
で
す
。

な
お
、
既
に
普
通
恩
給
・
扶
助
料
、

叩
露
騨
鍛
溌
謡
撫
舞
識
總
蝿
鱈
燕
窺
騨
淨
嘩
蕊
蕊
蕊
露
鍛
蕊
淨
瀧
羅
頚
癖
織
顎
蕊
縁
鰯
認
瀬
纈
騨
職
舞
禅
鞭
弾
瀧
溌
誌
輯
蕊
〈
輔
騨
巽
や
誌
騒
嘩
織
藷
羅
露
篭
蕊
騨
塞

定
済
み
で
す
。

①
り
い
第
８
０
７
３
３
７
号一

②
リ
ィ
ト
ウ
第
２
５
７
５
５
２
号

“年度電気工事士試騒
4月の納税58年度'通航工事士試‘験が実施されます。

○池上'l"l l l l .1:と場所

(1)411; , ;U,iI(｣'" 6 1 126日'1二前10時から正午まで、

（ | 'ﾐ|立）茨城大学

(2)}k能,武ﾙﾘﾐ 9月11日午前9時から人'二後3時

まで（ﾘ肖立）水戸工業高等学校

○町職:'受付 5 ｝」9日～13日、（直接持参のこと）

○町I群なと．の必要書類

日立, li会湘Ⅲ].｢中'｣､企業福祉センター」内、

県北地方総合事務所日立商工分室（垂0294

35－7146）にあります。

○受.験料茨城肌収入証紙4,900円

|直｜走査産税

（1期）

部I |j ,i l- |山l税

納 1UI IIA 4月30日

～人口と世帯～

前月比

人1 1 33‘ 279 （＋27）

男 16， 321 (+10)

女 16， 958 （＋17）

|川Ⅲ： 9． 845 （＋5）

（58年3月1日現在）

｜
時
恩
給
・
扶
助
料
、
ま
た
勤
務
年
数

を
通
算
し
て
共
済
年
金
を
受
給
し
て
い

る
か
た
は
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

※
手
続
き
な
ど
、
詳
し
く
は
冊
祉
事

務
所
社
会
係
（
恋
③
２
１
１
１
内
線
２

８
５
）
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

○
と
き
５
月
肥
日
午
前
加
時
か
ら

午
後
３
時
ま
で

○
と
こ
ろ
市
民
セ
ン
タ
ー

葎
蕊
欝
溌
驚
蕊
蕊
蕊
蕊
凝
驚
鐸
蕊
蕊
騨
驚
篭
鞠
蕊
騨
駕
騨
鶏
駕
競
蕊
爵
驚
灘
霞
溌
撚
漉
欝
曾

無
料
人
権
相
談

（
》
． '二般廃棄物の処理

手業所。 （会社・商店なと÷）から排,LHされるご

み(一般1発乗物）の自己処理が出来ない場合は、

有料で処分いたしますので、下箇dに連絡のうえ

最寄りの雄胴'ijﾘ↑へ雲 !||してください。

○地絲先 ハ'5萩l li ・ ’･王川事務組合、北部衛生

センター（盃③6886）

5月の日曜当番医

|遡渡区院 ○
相
談
内
容
金
銭
貸
付
、
借
地
、
借

家
、
離
婚
な
ど

○
相
談
員
人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局

峨
貝

州
談
上
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
お

気
催
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

1 Ⅱ 大和町｜②2202

善
意
あ
り
が
と
う

○
石
な
つ
さ
ん
Ⅱ
本
町

社
会
佃
祉
へ
一
○
○
、
○
○
○
円

○
伊
藤
千
代
さ
ん
Ⅱ
安
良
川

社
会
陥
祉
へ
一
○
○
、
○
○
○
円

○
沼
田
郁
子
さ
ん
Ⅱ
高
萩

ミ
ニ
シ
ル
↓
ハ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

一
○
、
○
○
○
円

○
柴
川
武
次
郎
さ
ん
Ⅱ
大
祁
町

学
校
清
掃
川
へ
竹
ホ
ー
キ
加
水

、
笛

Ｆ
Ｉ
ＩイI 柄 院ｲ， 浦 院 東本町③171 1

÷工医院十工町02:3;26‘
全生堂医院本 町②230〔

滝川医院春 日町③310〔

白土医院東本町②2697

十王医院

(2)2306

滝川医院

白土医院

釦3100

②2697

8 Ⅱ

15日

22日

劃
29日

時間は、いずれも午前9時から午後4時までです。
※4月17日は飯島医院、 4月24日は内田病院に変更に
なりました~

(12）


